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品川区立品川歴史館では、常設展示で品川にまつわる歴史が分かりやすく解説されています。館内には江戸時代の街並
みが模型で再現されています。また、本陣や土蔵相模の解説もされていて、品川宿の歴史を深く学ぶことができます。
入館料は100円（特別展・企画展開催中は入館料が異なります）、月曜休館。

ちょこっと 旅 ガイド

第 7回   〔最終回〕

「品川」はいつからあるのか？

河合 敦氏
Atsushi Kawai

歴史作家・歴史研究家。多摩大学客員教授。
早稲田大学非常勤講師。『歴史探偵』（NHK
総合）などテレビ出演多数。歴史の意外な
エピソードの紹介や分かりやすい解説に
定 評がある。 著書に『渋沢栄一と岩崎弥
太郎』『最強の教訓！ 日本史』『最新の日本
史』など。

T H E   I N T E R E S T I N G   F A C T S   A B O U T   J A P A N E S E   H I S T O R Y

【品川区立品川歴史館】  東京都品川区大井　JR京浜東北線 大森駅から徒歩10分

～ あ の 出 来 事 の 最 新 事 情 ～

日本史新 発見

DEPARTMENT INTRODUCTION

50年を超える歴史を持つR&D本
部に2013年から設けられたの

が、先進技術開発部です。最新の技術
を当社の事業にどう生かしていくのかを
調査し、応用する役割を担っています。
　先進技術開発部は総員12人。OCR
グループ、応用グループ、基盤グルー
プという3つのグループから構成されて
います。「部としての特徴は、個人個人
の技術への探求心が強く、高いスキル
を持っていることと、専門知識だけでは
なくアイデアをものとして作り上げる実
装能力を併せ持っていることです」と先
進技術開発部部長を兼務するR&D本
部本部長の田中泰洋は語ります。
　特に最近奨励しているのが、社外の
技術系のコンペティションへの参加です。
Googleが運営するコンペティション
Kaggleでメダルを取ったり、OCRに
関する権威ある国際会議ICDARのコ
ンペティションで入賞したりと実績も出

始めています。
　「組織風土としては技
術者集団らしく上下関係
のない風土で、年齢や
役職に関係なく、技術
テーマに対して率直に
意見を交わしています」
と田中は話します。
　OCRグループが現在
チャレンジしているのは、
カメラでの文字認識技術の高度化です。

「近年は、カメラで文字を読み取る技術
が求められています。ただ、ピントがボ
ケていたり、斜めになっていたりして難
易度が高い技術でもあります。近年の
AIの進化で対応できるようになってき
た、アカデミックでも注目されている領
域です」とOCRグループのリーダー八
尾唯仁は話します。
　幅広い領域をカバーする応用グルー
プが注力してきたのはスマート農業技術
です。九州大学大学院農学研究院との
共同研究として始め、ハウスで栽培さ
れているイチゴの生育状況を映像から
数値化する技術の開発に取り組んでき
ました。応用グループのリーダー政井
隆之は「AIを活用して収穫量の予測ま
でスマートフォンのカメラ映像でも行
えるように、事業部門と協力しながら技
術をブラッシュアップ中です」と話しま
す。農林水産省の実証事業でも活躍し
ている政井はスマート農業のセミナー
で講演活動も行っています。また、ヘ
ルスケアも応用グループの注力領域の
一つです。慶応大学の先生と共同で、
運動機能障害のために移動機能低下を
きたすロコモティブシンドロームをカメ
ラで自動測定する技術を開発しました。
この技 術は介護予防事業者向けソ
リューションとして事業化されました。

　基盤グループでは、効率的にAIの開
発を支援するプラットフォーム「LaiGHT

（ライト）」を開発しています。名称には
「AIで世界を明るくしたい」という想い
が込められています。現在は画像認識
や時系列予測など用途別のAI開発環
境を整備し事業活用をより促進する活
動を進めています。
　基盤グループのリーダー入江建志は

「AIを使いたいと思ったらぜひ連絡を」
と社内での活用を促します。LaiGHT
を使うことで、個々の要件に応じたカス
タムAIを効率よく開発できます。すでに
顧客案件への適用やソリューション製
品への組込みもされており、適用可能な
範囲を広げていく予定です。
　「今後も外部のコンペティションなど
の競争の場に先進技術開発部として積
極的に参加し、技術力や問題解決力を
アピールしていきます。めざしているの
は、競争力の高い技術を生み出して、
当社の強みを発展させることです」と田
中は話します。
　新規性の高い領域で技術を掘り起こ
して育てるプロセスが先進技術開発部
にはあり、実践への応用を考えられる
技術者集団が育っています。実際に事
業部門からの引き合いは増加傾向にあ
り、さらに大きな成果につながることが
期待されています。

部 門 紹 介

R&D本部
先進技術開発部

新しい技術に挑戦し、実践へ応用

キヤノンITソリューションズ部門担当者が思いを語る

キヤノンITソリューションズ株式会社
R&D本部 本部長

先進技術開発部 部長
田中 泰洋
Yasuhiro Tanaka

キヤノンITソリューションズ株式会社
R&D本部

先進技術開発部
政井 隆之
Takayuki Masai

キヤノンITソリューションズ株式会社
R&D本部

先進技術開発部
入江 建志

Takeyuki Irie

関 ヶ原合戦の翌年の1601年（慶長六年）、徳川家康は江戸の
日本橋を起点として五街道を整備しました。そのうち最大の

街道である東海道を日本橋から京都方面へ進んでいくと、最初に現
れる宿が品川宿です。「宿」というと宿場町をイメージするかもしれ
ませんが、もともとは幕府が公式につくった宿駅のことを指します。
　宿駅には、公的な宿泊施設である本陣と脇本陣、さらに公用の人
馬を継ぎ立てる問屋場が設けられました。参勤交代の大名は、こう
いった本陣・脇本陣に泊まり、問屋場で人馬の提供を受けました。
　この宿駅を維持するためには商人や職人が必要なため、一般の旅
人も含めて宿駅には大勢の人々が集まってきます。この需要をあて
こんで旅籠や料理屋、茶屋や土産店などが並ぶようになり、やが
て「宿場町」になっていきました。
　ところで、この品川宿は何もない原野に家康が初めて宿駅を置い
たわけではありません。平安時代にはすでに品川の地名があった
ことが確認されています。中世には良港（品川湊）として全国各地か
ら船が集まり、品川の地は多くの人々で賑わっていました。
　そのようなことから、品川宿は非常に規模が大きく、目黒川を
挟んで北品川宿、南品川宿の2つで構成されていました。さらに、
江戸中期になると高輪側に品川歩行新宿（しながわかちしんしゅく）
という新たな宿場が立てられました。
  品川宿はこのように巨大な町で大いに賑わっていましたが、とく
に「北の吉原、南の品川」と称されたように、吉原同様、遊女（飯盛り
女）を500人抱えることが認められたので、大歓楽街となりました。
　また、品川にある御殿山の桜や海

か い あ ん じ

晏寺の紅葉、浜辺の潮干狩り
などは行楽地としても有名であり、旅人以外にも江戸から多数の観
光客が宿場に集まってきました。また、品川には名物も生まれま
した。海に近いこともあって、やはり海の幸が最も有名でした。代
表的なのが芝肴（小魚）、芝海老、そして品川の海で養殖された海苔
が人気でした。　　
　現在は、江戸時代の宿場の建物は失われてしまいましたが、当時
の地割りや寺社が残っており、宿場の面影を見ることができます。
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